
【学力向上フロンティアスクール用中間発表報告書様式】（小学校用） 
 
 都道府県名    東京都  
 
Ⅰ 学校の概要  

 学校名    東京都江戸川区立下小岩小学校 

 学 年  １年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年  特殊学級   計   教員数 

 学級数   ２   ２   ２   ２   ２  ２     ０   １２ 

 児童数  ４４  ４５  ７３  ５８  ６０  ６０     ０  ３４０ 

 
    １８ 

 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １，研究主題  
   感じよう、伝え合おう 

             ～ 国語科 話すこと、聞くことの活動を通して 
 

 
  ２，研究の内容と方法      
  （１）実施学年・教科  
 ・実施学年：１年～６年 

・実施教科：国語 
 
国語を選択した理由： 
 学習を主体的に進めるには、文字や音声言語等から、必要な情報を読み取り、理解し、 
整理することが必要である。また、学習の成果を、文にまとめたり、音声で発表したりす 
ることが必要である。さらに、コミュニケーション能力・知的活動、そして感性・情緒な 
どの基盤となる国語力はこれからの時代に求められるものである。そこで、本校では、国 
語科を中心とした研究を行うことにした。 
 
研究テーマを「話すこと・聞くこと」に焦点化した理由： 
 平成１３年度まで生活科・総合的な学習の研究を行った。自ら興味ある対象を学習した 
こともあり、いきいきと活動していた。しかし、資料収集のためのインタビューをさせる 
と、大切な事柄を聞き出したり、自分の考えを相手に正しく伝えることが苦手であるとい 
う課題がでた。 
 また、生活科・総合的な学習の時間の学習の最後に実施した学習発表会では、意見交換 
が不十分であったり、お互いに考えを出し合うことが不十分であるという課題も出た。学 
習をより充実・深化・発展させるためには、「話すこと・聞くこと」の指導が重要であると 
の認識に至った。 
 そこで、平成１４年度から、「話すこと、聞くこと」を研究の対象とした。 
 系統的に学習の積み重ねができることと、学校全体の学力の向上を図ることにが可能で 
あるため、全学年が同一テーマで研究することにした。 

 

 
     （２）年次毎の計画  
  

 
平 
成 
15 
年 
度 

○テーマ 感じよう、伝え合おう ～ 国語科 話すこと、聞くことの活動を通して 
 ①指導と評価の一体化を通して学力向上を図る。 
 ②言語環境を整備し、教材を開発して学力向上を図る。 
○ 研究の見通し（仮説） 
 音声言語を対象とした評価は、文字のようにその場に残ることがないために、評価
 することが難しい。具体的な評価方法や、自己評価、児童相互による評価など多面
 的に評価をして指導支援に生かすことができる。また、言語環境に配慮した学校、
 教材の開発を進めることで、児童の国語力が高まることが予想される。 
○ 研究の内容・方法 
・「話す、聞く」ことについての児童の実態調査 
・各学年１回ずつ授業研究を行う。 
・「話す、聞く」に関して年間指導計画を作成する。 
・読書環境の整備（図書館の充実、図書ボランティアの活用） 

 

  
 平 
成 
○ 研究の見通し（仮説） 
  評価や指導に関して新たに追加すること

 



 16 
年 
度 

・指導と評価の一体化が簡単にできるような評価カード、評価記録一覧表の見直し 
・話し合いを具体的に進める手本となるサンプルの効果的な使用法を探る。 
・さらなる、教材開発を進める。 
・「話す・聞く」活動を充実させることが、学力向上に結びつく具体的事例を集め、
 検討する。 

 

  
  研究推進委員会 （テーマに迫るために・指導案の形式・・環境等） 

        → 学年部会（低・中・高学年部会）専科も中に入る 
                  授業研究は学年部ごとに提案 
                →  いきいきタイム委員会とのタイアップ 
                → ＰＴＡ読書ボランティアの協力 

 

 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １，研究の成果  
 ・「話すこと、聞くこと」の年間計画を作成し、国語科の授業だけでなく日常活動でも目標 

 をはっきりさせて計画的に取り組むことができるようになった。 
・サンプルの提示や司会カードの活用によって、話し合うことに抵抗が少なくなり、組み 
 立てを考えて話すことができる子が増えた。 
・昨年度からの活動である校長講話の聞き取りは、「聞き取りビン ゴ」や「聞き取りピラ 
ミッド」の活用により、話のキー・ワードをつかむ力がついた。また、それを使用して話 
を要約する力がついてきた。 
・評価規準と評価結果に応じた手立てを指導案に記述することにより、評価と指導の一体 
 化が図れるようになってきた。 

 

 
 ２，今後の課題  
 ・「話すこと、聞くこと」の音声言語の活動は消えていくものなので指導や評価が難しい。 

 子どもたちの自己評価や相互評価を指導に生かせる工夫が必要で、さらに研究を継続し 
 ていきたい。また、教師の児童観察のためのカードも工夫していく必要がある。 
・指導と評価の一体化を目指してきた。評価結果に応じた支援の工夫や教材の開発を進め 
 る。また、簡単にできる評価方法や評価記録の開発を進める。 
・読書量だけでなく、読書環境を充実させて、読書の質を高める。 
・「話す・聞く」活動を充実させることが、学力向上に結びつく具体的事例を集め、検討す 
 る。 

 

 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取り組み  
 ・意欲･関心については、アンケート調査で昨年度と比較する。 

・一般化された学力テストの使用も考える。 
 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及  
 ・学校公開や授業研究で全国に公開発表をして、多くの方からご意見をいただき、より深 

 い研究にしていく。 
・区の発表の機会を生かして学校関係以外の方からのご指導、ご指摘を仰ぐ。 

 

 
 
 ◇     次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
       【新規校・継続校】       □ゝ １５年度からの新規校  □１４年度からの継続校   
 
       【学校規模】              □６学級以下              □ゝ ７～１２学級 
                                 □１３～１８学級          □１９～２４学級  
                                 □２５学級以上  
 
       【指導体制】              □少人数指導              □ゝ Ｔ、Ｔによる指導 
                                 □一部教科担任制          □ その他 
 
       【研究教科】              □ゝ国語   □社会   □算数    □ 理科 
                                 □生活   □音楽  □図画工作   □ 家庭 
                                 □体育    □ その他 
       【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      □ 有         □ゝ 無 
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